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　P  4　大月市障がい者福祉の会

　P  5　赤い羽根共同募金

　P  6　ボランティアだより

　P  8　社協事業の報告

　P 10　老人大学「第 56 期生」募集

　P 11　日常生活自立支援事業・成年後見制度研修会

　P 12　我が家のプチ自慢

　P  2　特集　
　　　すべての子どもや子育て家庭が安心して
　　　　生活できる地域を目指して！
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す
べ
て
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
て
！

　

近
年
の
家
族
形
態
の
変
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
地
域
か
ら
、
子
育
て
に
対
す
る
協
力
や
支
援

を
得
る
こ
と
が
難
し
く
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
不
安
感

や
孤
立
感
を
抱
え
る
保
護
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
全
体
で
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
が
子
育
て
に
関
心
を
持
ち
、
子
育
て
を
支
え
る

意
識
が
高
ま
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
支
え
る
人
、
支
え

ら
れ
る
人
の
垣
根
を
越
え
て
、子
育
て
を
支
え
る
「
場
」

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
子
育
て
に
や
さ
し
い
大
月
」
を
市
全
体
で
目
指
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

本
号
で
は
、
地
域
で
子
育
て
を
支
え
る
活
動
団
体
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
考
え

る
契
機
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば　

わ
い
わ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

 

白
川
惠
子
さ
ん

主
な
活
動
場
所　

桂
台
公
民
館

活
動
日　

毎
月
第
一
、
第
二
、
第
三
木
曜
日

活
動
内
容

　

・
室
内　

リ
ト
ミ
ッ
ク
、
手
作
り
工
作
、
絵
本
読

　
　
　
　
　

み
聞
か
せ
、
サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
、
エ
プ

　
　
　
　
　

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
等
の
季

　
　
　
　
　

節
の
イ
ベ
ン
ト

　

・
室
外　

公
園
遊
び
、
水
遊
び

会
員
募
集

　
　

未
就
学
児
の
親
子
、
地
域
の
方
、
運
営
ス
タ
ッ

　

フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ

　
　

お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が

　

お
友
達
づ
く
り
や
情
報
交
換
が
で
き
、
楽
し
く　

　

参
加
で
き
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
リ

　

ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
楽
し
く
参
加
で
き
る
場
を
一
日

　

で
も
多
く
し
た
い
と
思
い
、
令
和
６
年
度
か
ら
は

　

毎
月
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
「
み
ん
な
の
食
堂
も
ぐ
も
ぐ
」
も
年
２
～

　

３
回
開
催
し
、
食
事
を
楽
し
む
機
会
も
設
け
て
い

　

ま
す
。

　
　

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
、

会
員
募
集

　
　

富
浜
地
区
の
小
中
学
生
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は

　

市
内
全
体
の
小
中
学
校
へ
募
集

Ｐ
Ｒ

　
　

月
に
１
回
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
し
て
、

　

ま
た
子
育
て
中
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
楽
し

　

く
参
加
で
き
、
食
事
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
過
ご

　

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

子
ど
も
食
堂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
等
の

　

長
期
休
暇
の
際
に
は
週
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

子
育
て
の
困
り
ご
と
に
耳
を
傾
け
、
困
窮
し
た

　

家
庭
へ
の
食
材
の
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

２
６
ー
３
２
８
０
（
望
月
）

「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｓ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表 　

小
沢
恵
さ
ん

主
な
活
動
場
所　

大
月
市
内
の
公
園
、
公
共
施
設

活
動
日　

２
～
３
ヶ
月
に
１
回

活
動
内
容

　

・
室
内　

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
、

　
　
　
　
　

季
節
の
イ
ベ
ン
ト

　

・
室
外　

阿
波
踊
り
、
ス
イ
カ
割
・
花
火
大
会
、

　
　
　
　
　

お
花
見
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮

　
　
　
　
　

装
、
親
子
遠
足

会
員
募
集

　
　

お
子
様
と
楽
し
い
思
い
出
を
残
し
た
い
マ
マ
な

　

ら
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す

　
　
（
大
月
市
内
の
方
だ
け
で
な
く
、
都
留
市
、　　

　
　

小
菅
村
の
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
）

Ｐ
Ｒ

　
　

マ
マ
友
が
欲
し
い
！

　
　

近
隣
幼
稚
園
情
報
教
え
て
？

　
　

公
園
仲
間
募
集
中
！

　
　

☆
そ
ん
な
マ
マ
い
ま
せ
ん
か
？

　
　

子
育
て
に
奮
闘
中
の
マ
マ
同
士
が
子
育
て
に
関

　

す
る
情
報
交
換
や
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
む
イ

　

ベ
ン
ト
を
計
画
し
思
い
出
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

０
歳
か
ら
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
一
緒
に
子
育
て

　

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
！

　
　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
【
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｓ　

　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
】
で
検
索
☆

　

ピ
ア
ノ
演
奏
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
大
募
集
中

　

で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
連
絡
を
お
待

　

ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

０
９
０
―
４
７
３
６
―
７
８
５
２　
　

　
　
　
　
　
（
代
表
：
白
川
）

★
活
動
団
体
の
紹
介
★

「
す
み
っ
こ
カ
フ
ェ
Ｆ
to
Ｆ
」

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

 

佐
藤
千
代
美
さ
ん

主
な
活
動
場
所　

富
浜
公
民
館

活
動
日　

毎
月
第
三
土
曜
日
、
小
中
学
校
の
長
期　

　
　
　
　

休
暇
中
も
開
催

活
動
内
容

　

・
室
内　

食
事
会
、
手
作
り
工
作
、
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
　

等
の
季
節
の
イ
ベ
ン
ト

　

・
室
外　

水
遊
び

▲MOMS　CLUB（かがり火祭り阿波踊り）

▲みんなのひろば　わいわい

▲すみっこカフェＦ to Ｆ

特集
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「
障
が
い
者
福
祉
の
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
10
／
４

「
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」 

「大月市障がい者福祉の会」

障
が
い
者
理
解
普
及
啓
発
活
動

　

大
月
市
障
が
い
者
福
祉
の
会
で
は
、
障
が
い
及
び
障
が
い
児
（
者
）
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
月
市
障
が
い
者
福
祉
の
会
の
会
員
を
中
心
と
す
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
と
し
て
「
富
士
・
東
部
圏
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
小
松
繁
さ

ん
か
ら
「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
就
労
等
に
つ
い
て
」
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
制
度
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
大
変
参
考
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
な
り
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
の
で
、
多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ね
♪

を
開
催
し
ま
す
！

・
日
時　

令
和
７
年
１
月
26
日
（
日
）
11
時
30
分
～
０
時
30
分

・
会
場　

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー  

６
階  

多
目
的
ホ
ー
ル

・
内
容　
　

演
題
「
障
が
い
の
あ
る
子
っ
て 

ど
ん
な
気
持
ち
？
？
？
」

　
　
　
　
　
　

講
師
：
立
川
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
「
ひ
こ
う
き
雲
」
の
皆
さ
ん

・
対
象　
　

中
学
生
以
上

　
　
　
　
　
（
疑
似
体
験
な
ど
刺
激
が
あ
る
た
め
、
小
学
生
以
下
及
び
障
が
い

　
　
　
　
　

当
事
者
の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
）

・
申
込
期
限　

令
和
７
年
１
月
20
日
（
月
）

　

参
加
費
は
無
料
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
月
市
障
が
い
者
福
祉
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
‐
２
０
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
２
‐
２
８
６
１

　

10
月
１
日
よ
り
全
国
一
斉
に
開
始
さ
れ
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
の
開
始
に
合
わ
せ
、
大
月
駅
前
・
猿
橋

駅
前
に
お
い
て
、
就
労
支
援
施
設
め
ば
え
、
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
こ
わ
ぜ
作
業
所
及
び
各
種
団
体
の
会
長

等
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
街
頭
募
金
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

早
朝
の
通
勤
・
通
学
の
お
忙
し
い
中
、
多
く
の
方
々

に
足
を
止
め
て
い
た
だ
き
、
募
金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

〇
募
金
額　

大
月
駅
：
１
８
，
９
６
３
円

　
　
　
　
　
　

猿
橋
駅
：
１
４
，
５
２
１
円

　

い
た
だ
い
た
募
金
は
大
月
市
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

を
実
施
し
ま
し
た
！

街 

頭 

募 

金

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

▲▼猿橋駅

▲大月駅

　

山
梨
県
共
同
募
金
会
大
月
市
支
会
で
は
、
令
和
６
年

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
支
援
を
目
的
に
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
中
央
共

同
募
金
会
を
通
じ
、
各
県
の
被
災
状
況
に
よ
り
按
分
さ

れ
、
被
災
県
共
同
募
金
会
の
配
分
基
準
に
基
づ
い
て
被

災
者
へ
の
配
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
義
援
金

　
　

総
額　

５
５
９
，
２
４
４
円
（
11
月
30
日
現
在
）

賑
岡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
／
真
木
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
／
天
神
森
自
治
会
／
大
月
地
区
高
齢
者
学
級
／
大

月
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
／
大
月
市
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
／
小
泉
薫
／
藤
本
敬
子
／
大
月
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
／
清
水
商
事
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

市
内
義
援
金
箱
設
置（
現
在
は
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

花
咲
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
／
は
ち
す
か
整
形
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
／
誠
実
堂
／
都
留
信
用
組
合
／
吉
田
屋
手
打
ち

う
ど
ん
店
／
小
林
青
果
／
古
民
家
麺
処
か
つ
ら
／
う
づ

き
／
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
／
岡
歯
科
医
院
／
社
会
福
祉
協
議

会
窓
口
／
濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
㈲
／
月
カ
フ
ェ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
！
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№86

 大月市ボランティアセンター 
（大月市社会福祉協議会内） 

大月町花咲１０ 

（大月市総合福祉センター） 
 

電話：０５５４-２３-２００１ 

●皆様のご協力に感謝いたします。

ありがとうございます　ご寄付の報告

（9月 1日～ 11 月 30 日受付分）

●
寄
附
金

大
月
市
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ　

四
、七
二
一
円
／

紅
富
士
太
鼓　

二
〇
、〇
六
〇
円
／

匿
名　

一
九
六
、〇
二
〇
円
／

匿
名　

一
〇
、〇
〇
〇
円
／

匿
名　

五
、〇
〇
〇
円
（
敬
称
略
）

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・
使
用
済
み
切
手
・
テ

レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
ベ
ル
マ
ー
ク
・

プ
ル
タ
ブ
・
ア
ル
ミ
缶
・
マ
フ
ラ
ー
・
マ
ス
ク
な
ど

駒
米
秀
悦
／
高
月
サ
ロ
ン
／
上
條
明
彦
／
玉
木
海
斗

／
サ
ロ
ン
林
／
い
き
い
き
サ
ロ
ン
下
和
田
／
山
梨
信

用
金
庫
猿
橋
支
店
／
木
馬
の
会
／
お
茶
飲
み
会
峰
沢

／
高
鳥
豪
／
（
株
）
公
正
屋
／
佐
藤
勝
男
／
吉
角
務

／
渡
辺
勲
／
飯
島
貞
夫
／
下
真
木
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

／
佐
野
佳
夫
／
長
谷
川
正
光
／ShigePow

er

／
田

中
加
代
子
／
小
高
由
子
／
中
村
律
子
／
無
辺
寺
／
後

藤
正
巳
／
三
浦
和
子
／
正
木
律
子
／
小
俣
由
子
・
愛

／
水
越
繁
子
／
大
月
保
育
園
／
太
田
自
治
会
／
梁
川

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
／
坂
本
積
子
／(

株)

サ
ン

ワ
ラ
イ
フ
保
険
大
月
店
／
大
月
市
役
所
／
就
労
支
援

事
業
所
め
ば
え
／
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
お
ば
／
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
志
仁
也
／
山
口
和
子
／
小
林
清
美

／
大
月
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
秋
山
多
美
子
／
神
倉

集
い
の
場
／
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
猿
橋
／
サ
ロ
ン
く

ろ
の
た
／
天
野
勝
代
／
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
M
／
お
お

つ
き
ひ
ま
わ
り
の
会
／
小
林
み
づ
え
／
小
俣
直
樹
／

大
山
若
子
／
林
博
之　
　
（
敬
称
略
）

　

大
月
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
で
は
、
日
頃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
生
か
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
と
毎
年
研
修
会
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
大
月
市
消
防
署
の
消
防
職

員
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
応
急
手
当
（
救
急
法
）
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
突
然
の
ケ
ガ
や
病
気
に
お

そ
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
に
、
そ
の
場
で

応
急
手
当
を
す
る
こ
と
で
、
ケ
ガ
や
病
気
の
悪
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
人
体
の

模
型
を
使
用
し
た
心
肺

蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
、
ま
た
携
帯
電
話

を
使
用
し
実
際
に
消
防

署
へ
の
通
報
を
体
験
す

る
な
ど
、
会
員
の
皆
さ

ん
は
熱
心
に
受
講
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
よ
り
良
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

出
来
る
よ
う
に
、
様
々

な
研
修
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

猿
橋
小
学
校
４
年
生
が
「
点
字
の
体
験
学
習
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

点
字
サ
ー
ク
ル
八
重
桜
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
、
点
字
と
は
ど

ん
な
も
の
な
の
か
？
ど
ん
な
所
に
点
字
が
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
学
び
、

そ
の
後
、
実
際
に
簡
易
点
字
版
で
点
字
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

点
字
体
験
で
は
、
点
字
で
自
分
の
名
前
の
名
刺
や
、
自
分
の
好
き
な
物

に
貼
る
こ
と
が
で
き
る
点
字
テ
ー
プ
を
熱
心
に
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

点
字
の
体
験
学
習
を
通
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

行
動
で
き
る
よ
う
に
学
ぶ
、
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
福
祉
講
話
」

「
大
月
市
立
猿
橋
小
学
校
４
年
生　

12
／
４
・
５
」

「
大
月
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
会
員
研
修
会
」

　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た
９
／
20

　

10
月
11
日
、「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
山
梨
県
介
護
福
祉
士
会
の
望
月
氏
を
お
願
い
し
、「
心
と
体
の
健
康
」

「
対
人
援
助
技
術
」に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
生
に
は
、サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
買
い
物
の
補
助
や
掃
除
の
補
助
な
ど
の
生
活
支
援
や
、
施
設
で
の
話

し
相
手
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
補
助
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
予
防
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
!!!

今
後
も
社
協
で
は
同
様
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
　
時
：
２
月
19
日
（
水
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

・
場
　
所
：
大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
３
階

・
対
象
者
：
市
内
在
住
で
活
動
に
興
味
が
あ
る
方

・
参
加
費
：
無
料

・
定
　
員
：
20
名

「
困
っ
て
い
る
方
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
！
」

「
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
！
」

「
や
り
が
い
や
生
き
が
い
を
見
つ
け
た
い
！
」

そ
ん
な
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２
３ｰ

２
０
０
１
㈹
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ツ
キ
フ
ェ
ス
24
を 

開
催
し
ま
し
た
！

　

今
年
度
も
「
大
ツ
キ
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
24
（
通
称
：
ツ
キ
フ
ェ

ス
24
）」
を
、
大
月
市
民
総
合
体
育
館
に
て

10
月
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
障
が
い
者
福

祉
の
会
の
皆
さ
ん
、
福
祉
施
設
関
係
者
の

方
々
へ
参
加
を
呼
び
か
け
て
、
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
役
員
さ
ん
、
民
生
委
員
児

童
委
員
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の

皆
さ
ん
に
運
営
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

総
勢
２
７
０
名
で
交
流
を
図
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
の
「
ボ
ッ

チ
ャ
」
を
取
り
入
れ
た
競
技
で
は
、
投
球

が
う
ま
く
い
く
と
歓
声
が
上
が
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
月
保
育
園

と
真
木
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
可
愛
か
っ

た
で
す
。

　

最
後
に
恒
例
の
「
炭
坑
節
」「
武
田
節
」

を
参
加
者
全
員
で
踊
っ
て
、
会
場
が
一
体

と
な
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

 

を
開
催
し
ま
し
た
！

　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）
大
月
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
第
49
回
大
月
市
地
域
福
祉
推
進
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
１
部
の
記
念
式
典
で
は
、
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た

皆
様
方
の
表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
（
受
賞
者
は
下
記
の
と

お
り
で
す
）。

　

そ
し
て
、
第
２
部
で
は
、
石
川
法
律
事
務
所　

弁
護
士

小
笠
原　

亘
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
成
年
後
見
制
度
に
よ

る
権
利
擁
護
～
基
礎
知
識
と
意
思
決
定
支
援
の
重
要
性

～
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

成
年
後
見
制
度
の
基
礎
知
識
に
関
す
る
内
容
を
中
心

に
、
後
半
に
は
、
事
例
を
交
え
て
意
思
決
定
支
援
の
重
要

性
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
の
学
び
を
大

切
に
「
す
べ
て
の
市
民
が

と
も
に
さ
さ
え
あ
い
、
助

け
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
福
祉

の
会
の
藤
本
会
長
よ
り
、

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た

（
下
記
掲
載
）。

第
49
回

大
月
市
地
域
福
祉
推
進
大
会

■
大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

◎
民
間
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員

　

・
小
林　

優
香
（
七
保
）

◎
自
立
更
生

　

・（
故
）
宮
下　

文
男
（
真
木
）

　

・
山
中　

優
（
大
月
）

◎
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　

・
天
野　

十
九
代
（
真
木
）

　

・
安
藤　

文
美
（
真
木
）

　

・
天
野　

万
千
子
（
賑
岡
）

　

・
小
俣　

富
美
子
（
賑
岡
）

　

・
土
屋　

美
世
子
（
賑
岡
）

　

・
深
田　

和
子
（
賑
岡
）

　

・
古
田　

千
恵
子
（
賑
岡
）

　

・
萱
沼　

洋
一
（
猿
橋
）

◎
表
彰
受
賞
者

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　　

11
月
23
日
大
月
市
地
域
福
祉
推
進
大
会
に
て
、
長
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
に
積
極
的
に
協
力
支
援
し
て
頂
い
た
個
人
・
団
体
ま
た
、

障
が
い
を
持
ち
な
が
ら
自
立
更
生
し
社
会
参
加
さ
れ
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
し
て
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

第
二
部
の
「
成
年
後
見
制
度
に
よ
る
権
利
擁
護
」
と
題
し
た
、

小
笠
原
弁
護
士
の
講
演
で
は
、
成
年
後
見
制
度
と
い
う
言
葉
自
体

聞
き
な
れ
な
い
制
度
な
の
で
、
私
共
当
事
者
で
も
難
し
い
・
わ
か

ら
な
い
、
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
の

か
等
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
地
域
も
、
社
会
環
境
の
変
化
で
二
世
代
同
居
の
家
族

が
少
な
く
な
り
、
高
齢
の
一
人
暮
ら
し
二
人
暮
ら
し
の
世
帯
が
増

え
て
い
ま
す
。
健
常
者
で
あ
っ
て
も
、
生
活
に
お
い
て
将
来
的
に

不
安
に
な
る
人
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
の
か
と
感
じ
て
お
り
、

決
し
て
他
人
事
で
済
ま
せ
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
法
人
後
見
制

度
事
業
を
始
め
た
の
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

社
協
窓
口
に
お
い
て
、
相
談
支
援
員
な
ど
身
近
な
場
所
で
の
相

談
が
で
き
、
且
つ
そ
こ
で
法
人
後
見
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
敷
居
が
低
く
な
る
の
で
安

心
材
料
に
な
る
と
思
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
な
社
会
づ
く
り
の
為
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
奮
闘
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

「
地
域
福
祉
推
進
大
会
を
終
え
て
」

　

大
月
市
障
が
い
者
福
祉
の
会　

会
長　

藤
本　

兼
三

　

令
和
６
年
12
月
10
日
（
火
）
に
「
親
子
あ
そ
び
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
！

　

今
回
は
、
大
月
市
内
外
で
活
躍
中
の
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ー

フ
ォ
」
さ
ん
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
を
行
い
、
親
子
で
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
♪
最
後
に
は
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
し
、
み
ん

な
で
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た

り
、
嬉
し
そ
う
で
し
た
！

　

児
童
館
で
は
ま
だ

ま
だ
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
児
童
館
に
来

た
こ
と
の
な
い
お
友

達
も
、
ぜ
ひ
遊
び
に

き
て
ね
♪

ク
リ
ス
マ
ス
会

大
月
市
児
童
館

を
開
催
し
ま
し
た
！
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【２１サークルと充実した講師の先生方（令和７年度予定）】
園芸部 木原  吉郎 フラダンス部 ｶﾚｲｱﾛﾊﾋﾅﾉ大鶴 華道部 芳野  豊子
書道部 望月  大耿 舞踊部 東山  夢静 社会部 小笠原 博慧
詩吟部 小林  かつゑ カラオケ部 新海  友也 短歌部 花田  規矩男
ダンス部 加藤  幸一 囲碁部 小泉  皖司 水墨画部 水越  なつえ
ダンス部 若野  康子 コーラス部 佐々木  加代子 茶道部 天野  宗美
料理部 加藤  直子 コーラス部 高島  千香 大正琴部 ＊（未定）
手芸部 杉本  まつ子 ﾊﾝﾄﾞﾒｲﾄﾞ部 梶原  たえ子 健康体操部 ＊（未定）
民謡部 今泉  あけみ ﾊﾝﾄﾞﾒｲﾄﾞ部 高橋  靖子 健康ﾏｰｼﾞｬﾝ部 ＊（未定）
民謡部 柳澤  文雄

○募集人数　運営に支障がない人数
○入学資格　 ５０歳以上の市内在住者で生涯学習に興味をお持ちの方、
　　　　　　大月市老人クラブ連合会の会員の方
○内　　容　サークル学習（年 1 ５回程度）、全体学習（講演、鑑賞会など年３回程度）
　　　　　　遠足・老大祭・作品展出品（年間成果発表イべント・展示）等
○学習場所　市民会館、総合福祉センター、大月区民会館、桂川ウエルネスパーク等
○入  学  金　年額８，０００円（別途、各サークにより教材費等がかかります）
○募集期間　令和７年１月８日（水）～２月２１日（金）までに下記の事務局まで申し込みを          
　　　　　　して下さい。大月市老人クラブ連合会の会員の方は、所属の単位クラブ会長又は、　
　　　　　　町連会長に申し込むことが出来ます。
　　　　　　＊令和７年４月２３日（水）　第５６期入学式予定（場所：市民会館　大ホール）

●お問い合わせ　老人大学事務局　電話２３－２００１㈹
（社会福祉協議会内）黒部・安藤 ( 博 )

大月市老人大学　「第５６期生」募集のお知らせ

＊皆さんの入学をお待ちしています＊

▲園芸部（学習の様子）▲秋の遠足（千葉県　鋸山）

成
年
後
見
制
度
研
修
会

　

令
和
６
年
度
第
２
回
成
年
後
見
制
度
研
修
会
「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
学
ぼ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

前
回
、
令
和
６
年
７
月
に
開
催
し
多
く
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
、

参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
「
成
年
後
見
制
度
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来

た
」「
分
か
り
や
す
く
良
か
っ
た
」
な
ど
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
「
成
年
後
見
制
度
」
や
「
権

利
擁
護
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
成
年
後
見
制
度
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

｢

成
年
後
見
制
度｣

っ
て
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
ど
の
よ
う
な

制
度
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
に
お
す
す
め
で
す
。
成
年
後
見
制
度

の
仕
組
み
や
申
立
て
の
手
順
、
後
見
人
等
の
役
割
な
ど
事
例
を
踏
ま
え
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　

■
日 

時　
　

　
　

令
和
７
年
１
月
９
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
90
分
）

　

■
会 

場

　
　

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

６
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

■
講 

師　

司
法
書
士　

篠
田
貴
子 

氏

　

■
参
加
費　

無
料

　

■
対 

象　
　

　
　

成
年
後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る
方
で
大
月
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

　

■
申
し
込
み

　
　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
支
援
担
当
（
℡
２
３
ー
２
０
０
１
）

　

に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
け
れ
ど
、
手
続
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
銀
行
に
行
っ

て
お
金
を
お
ろ
し
た
い
け
れ
ど
、
自
信
が
な
く
て
誰
か
に
相
談
し
た
い
」「
通
帳
や
印
鑑
な
ど
大

切
な
書
類
を
ど
こ
に
置
い
た
か
忘
れ
て
し
ま
う
」
な
ど
、
生
活
の
中
で
お
困
り
の
事
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
、
日
常
生
活
で

お
困
り
の
方
を
対
象
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
や
金
銭
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◇
援
助
内
容
に
つ
い
て

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
相
談
・
助
言
・
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

②
日
常
的
な
金
銭
管
理

　

毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
活
費
等
の
お
金
の
出
し
入
れ
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

・
税
金
や
公
共
料
金
、
医
療
費
な
ど
の
支
払
い
、
口
座
引
き
落
と
し
の
手
続
き

　

・
銀
行
な
ど
へ
行
っ
て
預
貯
金
の
払
い
戻
し
・
預
け
入
れ

③
書
類
等
の
預
か
り

　

大
切
な
書
類
や
印
か
ん
、
証
書
な
ど
を
安
全
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

◇
利
用
料
金

　

利
用
相
談
は
無
料
で
す
。
契
約
締
結
後
は
利
用
料
や
預
か
り
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
・
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・・・
１
時
間
以
内
１
，０
０
０
円
（
以
降
加
算
あ
り
）

　

・
交
通
費
・
・
・
・
・
・
・
・
１
ｋ
ｍ
あ
た
り
20
円

　

・
書
類
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
・
・
月
額
３
０
０
円

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会　

相
談
支
援
担
当

　

＊
利
用
希
望
の
方
は
、
ま
ず
は
社
協
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
ご
存
じ
で
す
か
？

を
開
催
し
ま
す
！

＊印については、事情により開講しない場合があります。
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事務局
〒 401-0015　大月市大月町花咲 10 番地　総合福祉センター 1 階
電話 0554-23-2001 ㈹　FAX0554-22-2861
心配ごと相談・大月市ボランティアセンター・在宅介護支援センター「花さき相談室」
介護プラン「花さき」・ヘルパーステーション「花さき」

デイサービスセンター「やまゆり」
〒 409-0501
大月市富浜町宮谷 1518 番地 1
電話 0554-20-1130　FAX0554-20-1132

ホームページ：http://www.otsuki-shakyo.jp/　メールアドレス：fureai@otsuki-shakyo.jp 

　新年あけましておめでとうございます。今回の
年末年始休暇は９連休という方も多いのではない
でしょうか？私はうれしい反面、何して過ごす ??
１日３回の食事はどうする ?? と、一抹の不安を感
じています…。皆さんはどのようなお正月をお過
ごしでしょうか？
　本年も行事等で皆さんにお会いできることを楽
しみにしています。どうぞよろしくお願いいたし
ます。笑顔あふれる１年でありますように…。
　　　　　　　　　　　　（総務担当　安藤史江）

＜＜ 編集後記 ＞＞

我が家のプチ自慢

ルークくん ( １歳 ﾎﾞｰﾀﾞｰｺﾘｰ )
投稿者： Ｓさん（大月町）
最近は家族の話を良く聞くようにな
りました。まだまだ手のかかる男の
子ですが、甘噛みやイタズラなど減っ
てきて少しずつ成長しています。

モアちゃん　　
( １歳 ﾄｲﾌﾟｰﾄﾞﾙ )
投稿者： Ｉさん
　　　　（猿橋町）
学習能力が高く良い
こ と も 悪 い こ と も
す ぐ に 覚 え ち ゃ い
ます。芸達者で得意
技は多数。「バーン」
と撃たれて倒れる事
も出来ます。ずっと
元気でいられるよう
に筋トレもしていま
す！


